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1．は じめ に

　今夏 （1994年）の 異常少 雨 に 伴い
， 松山市で は，

7月26日 か ら 実施 され た水道水 の 給水制限が ，81

日目の 現在 （10月15日） もなお続 い て い る 。

　四 国 ・愛媛県の 西部中央 に位置す る松山市 は
，

道後平野を東か ら西へ と貫流する
一．一級河川

・重信

川 の 中 ・
下流部 の 扇状地に 開け た 人 口 約 46万 人 の

地方中核都市で ，道後温泉，小説 「坊 っ ち ゃ ん 」，

俳旬の 町な どでそ の 名を広 く全国に知 られて い

る 。

　松山地 方は，西は伊予灘に面 し，北 ・東 ・南の

三 方 を急峻 な 山 々 に囲 ま れ た
， 年間降水 量約 1，

300mm （松山地方気象台）の瀬戸内気候区に属す

る温暖な地域で ある。し か し
， 本年 （平成6年）の

6月 か ら始 ま っ た異常少雨は 10月の 現時点 に お い

て もなお継続 してお り ， 5〜9月の か ん が い 期総雨

量 は 253．5mmで ，平年 の 779．2mm の 1／3に も満た

な い状況 で ある。

　 こ の ため，松山市上水道の 給水制限は 7月11日

の 減圧 に よ る節水か ら始 ま り，7月29日 か らの 12

時間給水 を経て ，8月22　H か ら は 5時 間給 水 と な

り，現在に 至 っ て い る。こ の 間，農業，工 業，市

民生活の 各方面 で渇 水被害 が発生 して お り ， 農業

被害は柑橘類 を中心 に 約69億円 に の ぼ り，多くの

工 場で は 生産縮小や操業停止 を余儀 なく され て い

る。また ，松山市民の 日常生活や商業活動 に もさ

まざまな影響 が 及 ん で き て い る 。

　こ こ では，四国の 水事情に つ い て 概説する とと

もに ，今夏の 松山市 の 渇 水状 況 を速報す る 。 な

お
， 使用 した資料 は各機関 の 担当者 へ の 聞 き取り

調査結果 あ るい は提供 して い た だ い た もの で あ

る 。

2．四国の水毒情

2．1 地形の概要と主要河川

　四国地方 の 地形の 概要 と主要河川 の 位置 を図1

に 示 す。四国の 中央部に は ，西 日本最高峰 の 石鎚

図1 四国地方の 地形 の 概要 と主要河川
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山 （1，　982m ）を始め とす る1，000m級 の 山々 が連

なる四国山地 が東西に走 OP　，こ れ に より四国は大

きく北四国，南四国および東 四国 に分け られ て い

る。

　南四国の 一級河川 には太平洋に注ぐ仁淀川，物

部川 お よ び四万十川 （渡川）が，北四国に は瀬戸

内海に注 ぐ肱川，重信 川お よび 土器川が ，東四国

に は 紀伊 水道 に 注ぐ吉野川，那賀川が あ る。

　．．ヒの 3地域の 中で も，特に，肱川流域を除 く北

四国地域，すなわち，松山地区か ら高松地区にい

た る北 四国地域は ，海岸線か ら 狭 い 平野 部 を経る

と直 ぐに急峻な山々 が迫 っ て お り，奥深 い 山地 と

比較的広 い 平野部と を抱え て い る南 四国 お よび東

四国の 地域と比べ る と，地形的に水源 に恵 まれな

い 地域で ある 。

2．2 降水量分布

　四国地方 の 年平均 降水量 分布を図 2に示す。こ

れ より，北四国 は寡 雨地帯，東四国は 多雨地帯，

南四国は 豪雨地帯で あ る こ とが分か る。

　まず，南四国に つ い て み る と，本地域は ，太平

洋岸 気候区 に 属 し，日本で も有数の 豪雨地域 で，

年降水量 は平野部に お い て 2，000−−3，000mm に ，

四国 山地 中央の 山岳部で は 2，　soo〜3，　soo　m コn に も

及び，山地斜面が太平洋に 面 し た 南 東部 で は平野

部 で も2，SoO〜3，soomm に ，山地部で 3，50G〜4，

500mm に ま で の ぼ っ て い る。ま た
， 東 四国地域

は，その 河川流域の 上流が 四国山地中央部 の 豪雨

地帯 に あた り，水源に は 恵 まれ た 地域 で あ る 。

　
一

方，北四国地域に つ い て 見ると，西南部 に 位

置する肱川流域の 年降水量は 1，500〜2，500mm と

図 2 四 国 地 方 の 年 平 均降水量分布

比較的豊富であるが，瀬戸 内気候区に属 し，松山

地区か ら高松地 区 に い た る北四国地域で は 1，000
− 1，500mm とか な り少 な い 。

　こ の よ うに，松山地区か ら高松地区に い た る北

四国地域は，地形的 にも，また実際の 降水量分布

を見 て も，水源に 恵まれ て い な い 地域で ある こ と

が分か る。

2．3 河川 流出水量 とその利用状況

　⊥述 し た各一一級河川に おける河川 流出水の利用

状況を図 3に 示す。吉野川 は ， 「四国の い の ち」と

して 四国四県に 多くの 恵 み を与 え て お り ，
そ の年

総流出量 ， 利用量 ， 利 用率 の い ずれ もが8河川の

中で 最大で あ る。すなわ ち，近年 に お け る 古野 川

総合開発に よる早明浦ダ ム ，池田 ダ ム ，新宮ダ ム

な ど の 建設 と，こ れ ら ダ ム よ りの 愛媛 ， 香川用水

などへ の 分水 により，吉野川 の 年総流出量の 利用

率 は こ れ まで の 約30％ か ら54，5％へ と2倍近 くも

増大 し た 。

　
一．一

方 ，北四国地域の重信川 と土器 川では，年総

流出量 が東四 国お よ び 南四国 の 5河川 に 比べ て 極

め て少な い 上 に ，そ の利用率は 既 に 高率に 達 して

い る た め
， 今後 の 新 た な 水 資源開発は か な り厳 し

い 状況 に あ る．し か し，北四国 で も肱川流域 を見

る と，年総流出量は吉野 Jliの 1／4− 1／3と必ず し

も豊富と は言え な い もの の ，利用率 は 未 だ17．6％

と か な り低い レ ベ ル に 止ま っ て お り，今後の 水資

源開発に は 未だ余地が 残 され て い る と 言 え よ う。

また ，南四国の 仁 淀川，四万十川 の 流韻量 は 吉野
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図3 四 国に お ける河川流出水量とその 利用状況
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図 4 占野 川 総 合 開 発 と分水

川 に匹敵するほ ど大きく，利用率 も20％ 台 で 水資

源は 豊富で ある 。

2．4 吉野川綣合開発 と早明浦 ダム

　吉野川 の 上
・中流部に は，図4に示すよ うに ， 早

明浦ダ ム を始 め とす る多く の ダ ム が 建設 され，新

規に 開発 され た 各種用水が ，こ れ らダ ム よ り，愛

媛 ・香川 ・高知 ・徳島の 四国四県へ 分水 され て い

る。

　第二 次世界大戦終 了後 の 工 業化の 進展に つ れて

水不足が深 刻化 して い た 愛媛県東部の 伊予三島市

と川之江市へ は，支川 ・銅山川 の柳瀬 ダ ム お よび

新宮ダ ム で 新規 に開発 され た年間約 1．7億 トン の

主 と して 工 業用水が愛媛分水に よ り，また，県下

全域で 古来より幾度 とな く大干ば つ に 見舞われ て

き た香川県へ は ，早明浦 ダ ム と池田 ダ ム で開発 さ

れ た年間約2．5億 トン の農業 ・水道 ・工 業 用水 が 香

川用水に より送水されて い る。徳島県へ は，早明

浦 ダ ム と池田 ダ ム で開発された 年間約4．1億 ト ン

の 工 業 ・農業
・水道用水が 主と し て 吉野川本川 か

ら取 水 され て お り，高知県に は 約0．4億 トン の 水

道 ・工業用水が高知分水に より送 られて い る 。

　 こ う し た吉野川総合開発の根幹 を形成 して い る

の が，西 日本 で最大級の貯水容量を誇る早明浦ダ

ム （有効貯水容景約2，9億館 ）で ，「四 国の 水瓶」と

呼ばれ て い る所以 で あ る 。 周知の よ うに ，高松市

の 水道 水は こ の 早明浦ダ ム の 下流に あ る池 田 ダ ム

か らの 香川用水に 大き く依存 して い る 。
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図5 高松市に お け る上水給水量の 変化

2．5高松市の 渇水

　香川県は，年間降水量が約 1
，
200mm （図 2）と全

国平均 の 60％程度に し か 過 ぎず，大 きな河川 もな

い ため，古 くか ら水 不足 は 深刻な 問題 で あ っ た。

　高松市で は，昭和48年，　 「高松砂漠」と呼ばれ

た異常渇水が発 生 ， 7月 13日〜9月8日の 58日間に

わ た り 上 水道 の 給水制限 が実施 された 。そ の 後，

昭和50年の 香川用水 （図4）の 完成 によ り ， 水不足

問題 は 解決 する か に 思 われ た が，近年，水不足状

態が 再び顕在化 し始め，今夏 も，異常少雨に 伴う

給水制限が実施 され た 。こ こ で は
， 今夏の 高松市

で の 渇水の 概要 を述 べ る 。

（1）近年の 上水事情

　 高松市に お け る 昭和48年 （1973年）と平成 3年

（1991年 ）の 人 口
，

一人 ．’日平均給水量 お よび
一

口平均給 水量 を比較 して 図 5に 示す。

　 こ れ より，昭和48年 か ら平成3年ま で の 18年間

で ，人 口 増加 （1．3倍）と 下水道の 普及 や 生活様式

の 変化 に伴 う
一・

人当た り水使用量の 増加 （1．3倍）

によ り ， 上 水の 一
日平均給水量が約 1．8倍 に も激

増 し て お り，水事情が悪化 し て きて い る こ とが読

み取れ る 。

（2）渇水の 概況

1）早 明浦ダ ム貯水率の 推移
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　図6 早明浦ダ ム の 貯水率 の 推移
（月 ）

　高松市の 上水が 依存 して い る 早明浦ダ ム の 本年

1月か ら10月中旬 まで の 貯水率の 変化を，既 往の

他の 渇水年の もの と対比 し て ，図6に 示 す。6月〜

7月中旬の 異常少雨 に よ り，
ダ ム の 貯 水率は こ れ

まで 経験 した こ との な い ゼ ロ 近 くまで低下 し続け

た が
， 台風 7号 に よ る 雨で や や回 復 ， そ の 後 も，

低気圧 お よび 26号台風に よる雨で貯水率は徐々 に

回復す る傾 向に あ り ， 1ヵ 月程度の 遅れは あ る も

の の ，例年通りの 貯水率に 戻 ろ う と し て い る。

　 こ れよ り，本年の 6， 7月の 少雨は ，これま で な

い 非常 に厳 しい もの で あ っ た こ と が よ く分 か る。

2）給水量 と給水時間 の 推移

　本年6〜9月の
一

日給水量お よび給水時間の推移

を図7に示す。こ れ を図 6の ダ ム 貯水率 の 変化図 と

対比す ると ， 貯 水率が既往最低 を下回 っ た 7月中

旬の 19時間断水 （5時間給水）を最低 ラ イ ン と し

て
， 貯水率の増減 に応じ て ，減圧 ，7 ・15・19時間

断水 （17・9 ・5時間給水）の 給水制限が強化 ・緩和

されて い る 。

　図 7を も と に ，給水時間 と一
日給水量 と の 関係

を調 べ ると，図 8の よ う に な る。こ れは，給水時

間 を短縮する こ と に よ り節水率がど の よ うに上が

っ て くる か を表 し て い る図と し て も見 る こ と が で

き，上水道の 給水時間 を9時間以下に短 くして も，

節水率は 40％以 上 に は 上 が ら な い こ とを示 して い

る。

3．松 山市の渇水概況

3．1 松山市の近年の 上水事情

（1）上水道 の 水源
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取 水井戸

水取 水井 戸

遣 取水井 戸

醤川

図9 松山市 の 取水井戸 群 と石 手川 ダ ム

　松山市 h水道 の 水源 は ，図 9に示すよ う に
， 重

信川 の 中 ・下流部に 設置された総 計 25本の 上水道

用取水井戸 か らの 地 下水と，支川 ・石手川 の t流
部の 石手川 ダム におけ る貯留水で，こ れ らの 利用

割合は現在 ほ ぼ 1 ：1で あ る。

　なお ， 上 水道 取水井戸の 直径は約 4m ，深 さは

約10m で ，地 下水は不圧 地 ド水 （自由地下水）で

あ り，地 下水位が地表面下約 5m まで低下する と
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升戸取水は困難 になる と言 われてい る。また，石

手川 ダ ム は堤高87mの 重 力式 コ ン ク リ
ートダ ム で

，

その 有効貯留水量は約 1千万 トン，−t，水供給能力

（公称）は約9．7万 トン／ 日で ある 。

（2）水源開 発の 状況

　昭和48年に石手川ダ ム が完成 し て後，ダム 建設

に よる新規 の 水源 開発 は行 われて い な い ．．一．一方，

重信 川 の 中 ・
下流部に お け る地下水源の 開発は，

図 10に示すよ うに ， 昭和 36年よ り継続 されて い る

が ，昭和 58年以降は今 日ま で ，ま と まっ た開発は

行われて い な い 。

（3）上水の需給状況

　福岡渇水が発生 した昭和 53年，松山市の 上水道

に お い て も， 時間断水を実施す るまで に は 至 っ て

い ない が，既往最大規模の 渇水が発生 した 。

　松山市上水道 の 現在 （平成 6年）の 日最大供給能

力と 日最大需要量を，昭和53年の それ らと対比 し

て ， 図 11に示す。昭和53年当時，日最大供給能力

は約 15万 トン，そ の 内の 約2／3の 10万 トン は ダ ム

貯留水，約 1／3の 5万 トン は地下水で 賄われて い

た 。 その 後，需要水量の 増大に伴 っ て地下水源の

開発が行 われ，現在，日最大供給能力は 約 19万 ト

ン に 達し て お り，地下 水 と ダ ム 貯留水が ほ ぼ 1 ：1

の 割合 で 供給 されて い る。

　し か し，図か らも明 らか なよ うに
， 現在の 需給

量は逼迫 し て お り，松山市上水道 の 水事情は昭和

53年当時に比 べ る とか な り悪化 して きて い る こ と

が 分 か る。
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松 山市上水の 日最大需要量 と日最大供給能力

図11松由市 上 水道の 近年 に お け る需給バ ラ ン ス

3．2 今夏の 松山渇水の 概況

（1）降雨状況

　本年 1月一9月の 月別降 雨 量 （松山地方気象台）

を
，
100年間 の 月平均降雨 量お よび渇水年 の 昭和

53年の 月別 降雨 量 と対 比 し て
， 図 12に 示 す。ま

た，か ん がい 期雨量 （5月一9月）を確率評価 し た

結果を，表1および表2に示す。 こ こ に，月平均降

雨量 に は松山地方気象台の 明治23年〜平成元年 ま

で の 100年間の 月降雨量 デ
ー

タ を用 い た 。ま た
，

確率計算に は ，同 じ 100年間の 日降雨量 デ
ー

タ を

用 い ，それ らが対数正規分布 に 従う と し て岩井法

を採用 した 。

　平成 6年の 異常少雨 は 5月 か ら始ま り，6，7，8，

9月 の 各 月降雨量 は，100年間の 月平均降雨量 と

比 べ る とおよそ 1／2，1／ 8，
1／ 50

，
1／ 3と異常

鋤
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表 1松山地方気象台 に お ける上位10位の 各種雨量

年 総 雨 量 月最 小 雨量 カ・ん が い 期雨量 か ん が い 期月最小 雨

、 年 雨　量 率 年 雨　量 率
え

年 雨　量 率 年 雨　量 率

（mm ） （mm ） （mm ） （mm ＞

1S53759 ．5333S92 ．2167SI4278 ，2 ，、常 S92 ，2250
2Sl4792 ．9167S202 ．9125S42397 ，091S425 ．ilIl
3M27874 ．550Sl43 ．3100S5406 ．571M238 ，550
4M24928 ．126S425 ．145S53443 ．536M3612 ．425
5S5991 ．713S156 ．032S8446 ．233M2712 ．624
6S22995 ．613T78 ．2 16 醐27447 ．932Tl114 ．219
7S9102 藍，910 闡238 ，5 15S9505 ．713S4416 ．514
8S431033 ．59S108 ．7 15S36516 ．012S4918 ，0i2
9T131040 ．68 防358 ，8 14S3

’
3526 ．610Sl518 ，312

10 鬧371066 ．27S35lG ，89T6527 ．4ioM4518 ．511
H6547 ＋α

開 H62 ．0 （200） H6253 ．5 、常 ll　 62 ．0 （500）
S53759 ，5333S5323 ．32S53443 ．535S5347 ．08

表2 各種 の確率雨量 （松山地方気象台）

非超過 年 総 雨量 年 月最小 か ん が い か ん が い ．
確率年 雨 　量 雨 　量 月最小雨

（mm ） （mm ） （mm ） （mm ）
1 ／ 21311 ．123 ．7756 ．851 ．9
1／ 31206 ，118 ．567L838 ．6
1／ 5lll3 ．014 ．2599 ，128 ．5
1／ 10lO20 ．510 ．3529 ．419 ，8
1／ 20949 ，2 7。6 477．713 ．9
1／ 50874 ．3 4．9 425．18 ，5
1／ 100827 ．2 3．3 392．95 ．5

『

に少 な く，さらに 昭和53年の 月降雨量 と比べ て も

およそ 1／2，1／2，1／30，1／ 2と か な りの 少 雨

で あ る こ と が分か る。

　 か ん が い 期雨量253．5mm は ，い わ ゆ る異常値

と し て 処理 される べ き値で ある と考 え られ る が ，
・応

，
そ の 確率年を求め た と こ ろ数100年に相 当

する。

  渇水対策の 経過

　渇水の 経緯と渇水対策の 経過 の 概 要 を．松山 市

上 水道に 対 し て 採 られ た 渇 水対策 を中心 と して ，

表3に示す c

　な お ，表中に 記 入 され て い な い そ の 他の 2，3の

ト ピ ッ ク ス を以 下 に 列挙す る t／

  上水道用水と し て 転用
・
取水 された面河ダ ム の

　水 は 45％ カ ッ ト分 の 工 業用水 で
， 9／ 25〜9／29

　の 間 の 総取水量 は約14万 ト ン で あ る。

  市内43ヶ 所に設置 され た 給水所に は，7／26〜8

　／ 31の 間，約 3，800人 が 訪れ ，
バ ケ ツ 換算で 約

　 9，800杯分 の 給水が行われ た 。

  9月1日現在，断水の 影響 を受 け て い る県内の 家

　庭は 24万世帯，62万8千人 （県内人 口 の 4割強）

　 に 上 っ て い る （県渇水対策本部調 べ ）．

（3）地 ド水位お よび ダ ム貯水率の 推移

　本年7月一10月上 旬 の 松 山地方 気象台に おけ る

口雨量記録および重信川中流 の 地下水観

測井で の 水位記録 を図 13に ．石手川 ダ ム 貯水率の

推移 を図 14に 示す。

　地下水位の 図 13を見る と，6月〜7月下旬の 少雨

で水位 は 地表 面下5m に まで低 ドし，取水が 困難

と なる深 刻 な 事態 に陥 りか け て い た が ，7月25日

の 台風 7号に よ る雨 で 水位は 1．　r・　m ほ ど回復 し た 。

しか し，その 後 の 少雨 で 9月中旬に は再び地 下水

位は地表 面下5m に まで 低下 し た が，9M29 日の 台

風 26 号 に よる雨 で およ そ 3m 程度回復 し，10月 10

H現在，水 位はほぼ平常時の値 に ま で 回復 して き

て い る。

　
．一
方，ダ ム 貯水率 の 推移をみ る と，6 月，7月の

異常少雨 で 貯水率は 昭和53年に 記録 した 既 往最低

をさらに下 回 り，8月26 日に は遂 に貯水率が ゼ ロ

とな っ た。直ちに ，底 水 （デ ッ ド・ウ ォ
ーター〉の

利用 が 始 ま っ た が ，底水 の 貯水率も さ ら に 低下 を

続け た 。9月下旬 の 台風 26号 に よ る雨で ，ようや

く貯水率は増加の 方向に転 じ，現在，貯水率ゼ ロ

の 状態 に まで 回復 しようと して い る が ，依然，既
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表3 渇水 の 経緯と渇水対策の 経過

月／ 日

6月25日

7月 旧

7月 5日

7月1旧

7月13日

7月14日

7月15日

7月18日

7月19日

7月20 日

7月25日

7月26日

7月27日

7月29日

7月30日

8月 IH

8月 2H

8月！1日

8月22日

8月26日

9月 1日

9月25日

9月29日

松 山市上水道の 渇水対策の 経過

・10％ 自主 節水の 呼 び掛 け （7／ 1〜7／10の 10目間 ）

・第一．’
次 水圧 調 整 （減庄） （7／11− 7／19の 9日間）

　（2．Okg ／c げ →1．5kg／ c   ）

・第 ．．二次水圧調整 （減圧 強 化 ）

　（7／20− 7／25の 6日間） （1．5kg／ c げ→1．Okg／ c   ）

・時間断水開始 （7／2622 ：00 開 始 ）

・16時間給水 （8時間断水1
（給 水時 間帯 6 ：00− 22 ：00）（7／27− 7／28の2日間 ）

・12時間給 水 （12時間断水）開始

（給水時間帯 9 ：00− 21 ：00） （7／29− 7／31の 3日間）

・8時間給水 （16時 間断水 〉開始

（給 水 時間 帯 13：00− 21：00）

（8／1〜B／21の 21日間）

・5時間給 水 （19時間断水｝開始

（給 水 時間 帯 16 ：00〜21 ：00）

（8／22一現在継続中）

上 水道取水制限 ・工 業 用 水給 水 制隈の

　 　　経過 とその 他 の 特記事項

・上水道取水20％ カ ッ ト

・上水道取水25％ カ ッ ト

・上 水道取水35％ カ ッ ト

・松 山市渇水 対策本部設置

・工 業用 水道
一
次制限開始 （26％ 節水）

・愛 媛 県渇 水対策本部設置

上 水道 取 水 40％ カ ッ ト （7／ 19一現在継続 中）

工 業用 水道二次制限 開始 （39％節水）

・
工 業用 水道三次 制限開始 （55％ カ ッ ト）

台風7号四 国 に上 陸

　（− 7／ 270 ；00松 山地 方気象 台雨量 17mm ）

・給 水所設置 （市内43ヶ 所）

・工 業用水道四次制限 開始 （60％ カ ッ ト〉

・
四 条市 か らの 水受入 開始

　（日 量69  ） （8／ 2〜現在継続 中）

・小 澤 国 土庁長官渇水状況視察

・
工 業用水道五次 制限 開始 （7Q％カ ッ ト）

・
石 手川 ダ ム 有効貯水量が ゼ ロ に

・石手川 ダ ム の 底水利用開始

・工 業用 水道六 次制限開始 （90％ カ ッ ト）

面河 ダ ム か らの 上 水道取 水開始

（9／259 ：00− 9／299 ：00）

・台風26号四国沖通過

（− 9／ 308 ：00石 手川 ダ ム 流域雨量 IOlmm ）

注）工 業用 水道 の 給水制限は、「工 業用 水協議会」の 決定 に よる。
　　上 水 道 取 水 の 制限 は．「石 手 川 渇 水調 整協議会」 の 決定に よる 。
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図13 松山市に お け る地 下 水位，給水量 ，地 ド水取水量

　　 の 椎 移 （平成 6年）
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　図14 石手川 ダ ム 貯水率 の 変化

往最低 （昭和53年〉の 貯水率を大き く下 回る状態

に あ る。

　 こ の よ うに，現在の と こ ろ ， 地下水位 はほぼ 平

常 時に近 く回復 し て い る もの の ，石手川 ダ ム の 貯

留 水量 は ゼ ロ の 状態に あ り，19時問断水 （5時間

給水）が 解除 され る 見通し は 立 っ て い な い 。

（4）節水率 と
一

日給水時間

　
一一

日給水量 と給水時 間 の 推移 を図 13に 示 し て い

る。これ より，給水時閙 と節水率と の 関係 を計算

し プ ロ ッ トす る と
， 図 15の よ うに な る 。

こ こ に ，

節水率の 計算に は，7月2目の 日最大給水量 の 約18

万 ト ン を基準値と し て い る 。

　 50
　

邑 40

餌 30

還 2010

　 0　　　　　　　　6　　　　　　　12　　　　　　18　　　　　　24

　　　　　　　　　　　
一

日給水時間 （hr）

図15 ．．一一H給水時間 と節水率 の 関 係 （平成6年）

ム

〆

面河 川

図 16311f5町 と石 丁・川 ・山鳥坂 ・
面河の 各ダ ム

　こ れよ り，高松市の場合と ほ ぼ同様に ，給 水時

間は 9時間 を限度 と して ，こ れ よ り短縮 し て も節

水率は40数％ 程度 以 1二に は 上 が っ て ゆ か な い こ と

が 分 か る 。

　なお，こ の 節水率は ，　
・
般家庭 と 事業所 で は 異

な り，
一．
般 家庭の 節水率は 30〜35％程度，事業所

の それ は5〔〕〜60％ で ，こ れ らを平均する と先 の 節

水率 が 40数％ となる。

（5＞山鳥坂 ダ ム と今夏 の 渇水

　建設 省で は，松山市 を始め とする中予地区の 3
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市5町に お け る水不足 問題 を解決す る こ とを目的

の
一つ と し て ，図16に 示 す よう に

，

一級河川 肱川

の 支川 ・河辺JIIに山鳥坂 ダ ム を建設 し，新規 に開

発 され た 水をそれら の 市町に導水す る計画 を進め

て い る。

　 こ こ で，本年9月1日現在，仮 りに 山鳥坂 ダ ム が

完成 し て お り，
ダ ム 下流の あ る地 点 か ら 予定通 り

の 上水お よび工 業用水の 供給 （導水）が行われて

い る とする 。
こ の も とで

， 山鳥坂 ダ ム か らの 各市

町へ の 計画補給量 と各市町に お け る 9月1日の 実際

の 給水量を加えた供給水量 を， 平成 6年の 各市町

に お け る給水制限が行われ て い な か っ た7月1日の

日最大給水量 （＝日最大需 要水量）と 対比 し て ，

図 17お よ び図 18に示す。

　 こ れより，工業用水に つ い ては，仮 りに 本年ま

で に 山鳥坂 ダ ム が建設 されて い ると し て も ， 今夏
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上水道 の 状況

合 計 　 　 松 山 市

上水道 の 状 況

伊予 市 北条市 重信 町 川 内町 松前 町 砥部町 双 海町

図 17山 鳥 坂 ダ ム の 建設 と上水の 需給バ ラ ン ス

　　 （平成 6年〉

109

の 渇水を免れ る こ とはで きな か っ た と推測 さ れ る

が，上水 に つ い て は，山鳥坂 ダ ム が建設 され て い

れ ば，砥 部町で若干不足する もの の ，松山市を含

む他の すべ て の 市町で 今夏の 渇水を免れ る こ とが

で きた で あろ うと推測 され る 。 な お，建設省山鳥

坂 ダ ム 工事事務所が肱川流域の 降雨状況か ら シ ミ

ュ レ
ー ト した結果，山鳥坂 ダ ム か ら中予地区へ の

計画補給量は十分確保 され て い る こ と が 示 さ れ て

い る。

3．3松山市に お け る今後の 渇水対策

（1）需給バ ラ ン ス の 将来予測

　松山 市 に お ける平成4年か ら平成 35年 を対象 と

し て，日最大需要水量の 予測結果と，平成 17年に

は 山鳥坂 ダ ム の 下流か ら予定通 りの 水が導水 され

る とする と きの 水源供給能力の 予測結果 を，上水

供給人口 の 将来予測結果 と対比 して ， 図 19に 示

す。

　こ れ より ， 平成 17年に 山鳥坂 ダ ム か らの 導水が

始 ま っ て も，そ の 後の 平成 22年 を過 ぎ る頃か ら，

需要水量が供給水量を上回 り始め，こ れ以降，需

要水量 と供給水量 と の 差は次第に 拡大 し て ゆ く と

予測 され て い る c た だ し，松山市の 地下 水 と石手
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図 18 山鳥坂 ダ ム の 建設 と 丁二業用 水の 需給バ ラ ン ス
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川 ダ ム に よる供給能力 と して 長期安定取水を考え

て小 さめ を考えてお り，し たが っ て こ の 差が直ち

に需給水量 の 逆転を表 し て い るもの ではな い 。

（2）今後 の 渇水対策

　松山市で は，今後，「節水型都市づ くり」の 推進

を基 本 と し て ，水の 有効利用 ，新 し い 水源 の 確

保 ・開発などの 渇水対策につ い て，早急に ，実践

的な 検討 を推 進 し て ゆ く こ と と し て い る 。 以下

に ，現在，松山市で検討の 対象 と され て い る渇水

対策の 具体的 な 例 を幾つ か 紹介する 。

  「節水型都市づ くり」

　
・一

人 当 り使用水量の 10％節約を励行

　
・節水型水洗 ト イ レ な どの 普及

　 ・水道管よ りの 漏水の 防止

　 ・水道料金体系 の 見直 し に よ る使用水量 の 抑制

　 ・節水 コ マ の 普及 の 徹底

  水の 有効利用

　雨水 の 利用

　・下水処理 水の 再利用 （中水道）

　
・
下水処理 水の 河川 へ の 還元

  新 たな水源の 確保 ・開発

　
・た め池などを利用 し た 貯水池 （貯水 容量 30−

　　50万 トン規模）の 設置

　・農業用水 の 見直 し

　
・
海水 の 淡水化

　
・
雨水浸透 に よる地下水 の 涵養

　
・石手川 ダ ム 上流域の 水源涵養林の設置

4．おわりに

　19時間断水 が81日 目 （10月15日現在） も続 け ら

れ て い る松山市の 今夏の 異常渇水 につ い て ，その

概況 を報告 して き た 。

　今後，例年並 み の 降雨量 が期 待で きる と し て

も，
こ の時間断水は来年 （平成 7年）の 梅雨の 頃ま

で は続 くと予測 さ れ て い る。こ う し た異常事態が

一
日で も早 く解消す る こ と と，商業 ・生産活動，

市民生活など に こ れ以⊥ の 悪影響が 及ば な い こ と

を望み た い 。

　最後 に，本報 告の 図 ・表の 多くは
， 建設省四国

地 方建設局，建設省四国地建松山 工 事事務所石手

川 ダム 管理支所，建設省四国地建山鳥坂 ダ ム 工事

事務所，建設省四国地建吉 野川 ダム 統合管理 事務

所 ， 松 11i地方気象台，松山市公営企業局，高松市

公営企業局，中予広域水道 企業 団よ り頂い た資料

をも と に 作成 し た
。
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す。
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